
2 令和2年7月

▲名古屋市熱田区の裁断橋跡

　

大
口
町
と
島
根
県
松
江
市
は
、
平
成
27

年
8
月
29
日
に
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
、

今
年
で
5
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

松
江
城
（
島
根
県
）
を
築
城
し
松
江
開

府
の
祖
と
さ
れ
る
大
名
・
堀
尾
吉
晴
公
の

生
誕
地
が
大
口
町
と
い
う
縁
で
、
両
市
町

は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
交

流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、

松
江
市
と
姉
妹
都
市
提
携
ま
で
の
経
緯
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

裁
断
橋
物
語

　

平
成
27
年
7
月
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
た

松
江
城
を
築
い
た
堀
尾
吉
晴
公
は
大
口
町

出
身
の
武
将
で
す
。

　

堀
尾
氏
ゆ
か
り
の
地
に
あ
る
堀
尾
跡
公

園
（
豊
田
地
区
）
は
、
吉
晴
の
子
と
伝
え

ら
れ
る
、金
助
と
そ
の
母
の
「
裁
断
橋
物
語
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
、
子
を
想
う
母
の
心
を
後

世
に
伝
え
る
歴
史
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
裁
断
橋
物
語
』
の
舞
台
と
な
っ
た
戦
国

時
代
、
母
は
戦
に
出
陣
す
る
金
助
の
祈
願

を
兼
ね
て
、
熱
田
神
宮
付
近
（
名
古
屋
市
）

の
精
進
川
（
大
正
15
年
に
埋
め
立
て
ら
れ
、

そ
の
後
、
現
在
の
新
堀
川
と
な
る
）
に
架

か
る
裁
断
橋
か
ら
、我
が
子
を
戦
地
に
送
っ

た
の
で
す
。
し
か
し
金
助
は
、
戦
地
で
こ

の
世
を
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

我
が
子
を
失
っ
た
母
が
、
最
後
の
別
れ

の
場
と
な
っ
た
裁
断
橋
を
、
私
財
を
投
じ

２
度
に
渡
っ
て
架
け
替
え
た
母
子
の
情
愛

の
物
語
が
、『
裁
断
橋
物
語
』
で
す
。

　

ま
た
、
２
度
目
の
橋
（
金
助
の
三
十
三
回

忌
）
を
架
け
替
え
た
際
に
擬
宝
珠
に
刻
ん
だ

息
子
へ
の
想
い
を
託
し
た
文
章
は
、
日
本

女
性
三
銘
文
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
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大
名
ま
で
登
り
つ
め
た
堀
尾
吉
晴

　

一
方
、
堀
尾
吉
晴
は
、
父
泰
晴
と
と
も

に
岩
倉
城
の
織
田
信
安
に
仕
え
て
い
ま
し

た
が
、
岩
倉
城
が
織
田
信
長
に
攻
め
落
と

さ
れ
る
と
牢
人
（
浪
人
）
と
な
り
、そ
の
後
、

豊
臣
秀
吉
に
仕
え
ま
し
た
。

　

数
々
の
重
要
な
戦
い
で
武
功
を
重
ね
ま

し
た
が
、
天
正
８
年
（
１
５
９
０
）
小
田

原
北
条
征
伐
で
金
助
を
亡
く
し
ま
す
。
金

助
を
失
い
悲
し
ん
だ
吉
晴
は
、
京
都
市
右

京
区
に
あ
る『
妙
心
寺
』の
中
に『
俊
巌
院
』

（
現
在
の
春
光
院
）
を
建
立
し
、
金
助
を
手

厚
く
弔
い
ま
し
た
。

　

小
田
原
の
北
条
氏
と
の
戦
に
勝
利

し
た
秀
吉
は
、
吉
晴
に
遠
江
国
浜
松

十
二
万
石
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
時
吉
晴

は
、
徳
川
家
康
が
築
城
し
た
浜
松
城
に
高

い
石
垣
を
積
み
、
天
守
の
あ
る
城
へ
大
改

修
し
ま
す
。『
普
請
上
手
』
と
い
わ
れ
た
吉

晴
は
、
長
浜
城
（
滋
賀
県
）、
安
土
城
（
滋

賀
県
）、
聚
楽
第
（
京
都
府
）
な
ど
の
築
城

に
も
関
わ
っ
た
と
さ
れ
、
後
に
そ
の
集
大

成
が
松
江
城
と
そ
の
城
下
町
に
活
か
さ
れ

ま
す
。

松
江
開
府
の
祖

　

吉
晴
は
秀
吉
の
信
頼
も
厚
く
三
中
老
の

一
人
と
な
り
、
秀
吉
没
後
も
家
康
と
有
力

大
名
と
の
仲
裁
役
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
慶
長
５
年

（
１
６
０
０
）
関
ヶ
原
の
戦
い
の
功
績
に
よ

り
、
出
雲
・
隠
岐
二
十
四
万
石
の
領
主
と

な
り
、
水
運
に
も
便
利
な
今
の
松
江
に
城

と
城
下
町
を
築
く
こ
と
に
決
め
ま
す
。

　

松
江
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
礎
を
築

い
た
吉
晴
を
松
江
市
で
は
「
松
江
開
府
の

祖
」
と
称
さ
れ
、
平
成
25
年
に
は
松
江
城

大
手
前
広
場
に
吉
晴
の
銅
像
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

吉
晴
亡
き
後
、
忠
晴
は
35
歳
と
い
う
若

さ
で
亡
く
な
り
、
跡
継
ぎ
が
い
な
か
っ
た

た
め
、
堀
尾
氏
に
よ
る
松
江
の
統
治
は
終

わ
り
を
告
げ
ま
す
。
堀
尾
氏
の
次
に
京
極

氏
が
入
り
ま
す
が
一
代
で
終
わ
り
、
そ
の

次
に
入
っ
た
松
平
氏
が
幕
末
ま
で
続
き
ま

す
。

昭
和
の
松
江
城

　

昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）、
国
宝
保
存
法

で
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
25

年
（
１
９
５
０
）
の
文
化
財
保
護
法
の
施

行
に
よ
り
国
宝
の
指
定
種
別
が
変
更
さ
れ
、

松
江
城
の
築
城
さ
れ
た
年
代
を
特
定
す
る

資
料
が
不
十
分
と
し
て
、
国
の
重
要
文
化

財
に
変
更
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

▲ 浜松城

▲ 松江城遠景

堀
尾
氏
略
系
図

堀
尾
泰
晴

吉
晴

金
助

忠
氏　

忠
晴

松
江
物
産
品
を
紹
介

コ
ロ
ナ
に
負
け
ん
で
！

協力　中浦食品株式会社

するめ糀漬 3 種セット
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▲松江開府400年際  松江武者行列
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えびトロしゅうまい

松
江
物
産
品
を
紹
介

　

近
年
、
松
江
城
の
国
宝
化
の
機
運
が
活

発
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
19
年
か
ら
23

年
に
松
江
市
で
開
催
さ
れ
た
松
江
開
府

４
０
０
年
祭
の
時
で
し
た
。
平
成
21
年
に

は
松
江
市
民
有
志
に
よ
り
「
松
江
城
を
国

宝
に
す
る
市
民
の
会
」
が
発
足
し
、
国
に

国
宝
指
定
を
求
め
る
署
名
活
動
が
お
こ
な

わ
れ
、
合
計
約
12
万
名
の
署
名
を
集
め
ま

し
た
。
大
口
町
で
は
『
堀
尾
史
蹟
顕
彰
会
』

『
丹
羽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
』
も
こ
の
署
名

活
動
に
協
力
し
ま
し
た
。

国
宝
指
定
の
カ
ギ
「
祈
祷
札
」

　　

松
江
市
が
松
江
開
府
４
０
０
年
祭
で
盛

り
上
が
っ
て
間
も
な
く
、
平
成
24
年
５
月

21
日
に
松
江
城
の
二
の
丸
に
所
在
す
る
松

江
神
社
で
、
松
江
城
創
建
に
関
わ
る
祈
祷

札
２
枚
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
松

江
城
天
守
が
完
成
し
た
際
に
、
打
ち
付
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。　

　

実
は
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
に
松
江

城
天
守
を
調
査
し
た
研
究
者
が
そ
の
存
在

を
確
認
し
、
論
文
に
記
載
し
ま
し
た
が
、

祈
祷
札
の
存
在
は
長
ら
く
不
明
の
ま
ま
で

し
た
。

　

祈
祷
札
に
は
、
慶
長
16
年
（
１
６
１
１
）

正
月
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

長
年
国
宝
指
定
へ
の
課
題
と
な
っ
て
い
た

築
城
年
代
に
関
す
る
資
料
と
な
り
、
国
宝

指
定
へ
の
機
運
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
の
で

す
。
翌
年
（
平
成
25
年
）
に
松
江
市
指
定

文
化
財
と
な
り
、
平
成
27
年
７
月
８
日
、

松
江
城
天
守
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
際
に

は
、
祈
祷
札
２
枚
と
、
昭
和
25
年
か
ら
30

年
の
解
体
修
理
工
事
で
確
認
さ
れ
た
地
鎮

に
関
す
る
資
料
が
、
松
江
城
創
建
に
関
わ

る
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
国
宝
附

つ
け
た
り

指
定

（
国
宝
の
価
値
を
証
明
、
ま
た
は
根
拠
と
な

る
も
の
で
、
国
宝
の
一
部
に
な
る
）
と
な

り
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
提
携
へ

　

大
口
町
で
は
１
９
５
８
年
に
設
立
し
た

堀
尾
史
蹟
顕
彰
会
が
堀
尾
氏
の
菩
提
所
・

圓
成
寺
の
堀
尾
祭
、
松
江
神
社
の
例
大
祭

に
毎
年
参
加
。
ま
た
、
丹
羽
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
は
松
江
湖
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

と
姉
妹
ク
ラ
ブ
提
携
を
結
び
、
堀
尾
公
の

ご
縁
で
長
年
に
わ
た
り
交
流
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
７
月
の
松
江
城
国
宝
化
で
両
自

治
体
も
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
深
め
よ
う
と

平
成
27
年
８
月
29
日
に
姉
妹
都
市
提
携
を

結
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
企
業
・
行
政
・

教
育
・
民
間
レ
ベ
ル
の
交
流
が
盛
ん
に
お

こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
来
月
号

は
姉
妹
都
市
提
携
か
ら
松
江
市
と
交
流
が

続
く
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

▲ 2012 年 町制施行 50 周年記念 金助桜まつり
　「堀尾史蹟顕彰会」署名活動の様子


